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RI 会長メッセージ 
 
人類に奉仕するロータリー 
 

2016-17 年度 国際ロータリー 

会長 ジョン・ジャーム 
 
111 年の歴史の中で、ロ

ータリーは多くの人に多

くの意味を持ってきまし

た。会員は、ロータリーを

通じて友人と出会い、地域

社会とつながり、目的意識

を持ち、人びととの絆を育

み、キャリアを築き、ほか

では味わえない貴重な経

験をしてきました。毎週、世界 34,000 以上のク

ラブのロータリアンが、語らい、笑い、アイデ

アを分かち合うために集います。しかし、私た

ちが集う一番の理由は、最も大切な目標、すな

わち「奉仕」のためです。 

 

ロータリーの初期から、人類への奉仕はロー

タリーの礎であり、主な存在理由となってきま

した。今日の世界で意義ある奉仕を行う最善の

道はロータリー会員になることであると、私は

信じています。また、世界に確かな変化をもた

らすために、ロータリーほど優位な立場にある

団体はないと考えています。さまざまな分野か

ら熱心で有能な職業人が集まり、壮大な目標を

実現できる団体も、ほかにありません。ロータ

リーには、世界を変える力、ネットワーク、知

識の結集があります。ロータリーに限界がある

としたら、それは私たちが自分自身に設けてい

る限界にすぎません。 

 

現在、ロータリーはとても大事なときを迎え

ています。今はいろいろな意味で今後を決定づ

ける歴史的な節目です。私たちは力を合わせ、

世界に重要な奉仕を行ってきました。そして、

今、世界の行く末は、私たちのさらなる奉仕に

かかっています。世界でもっと大きな「よいこ

と」の推進力となるために、固い決意と熱意で

ポリオ撲滅を成し遂げ、勢いをつけてロータリ

ーをさらに前進させながら、これまでの成功を

バネに飛躍するときが来たのです。 

ポリオ撲滅から私たちが学んだ多くのことの

中で、最も大切ながら最もシンプルなこと、そ

れは、ロータリー全体の発展を望むなら全員が

同じ方向に進まなければならないということで

す。クラブ、地区、RI のレベルにおけるリーダ

ーシップの継続は、ロータリーを繁栄させ、そ

の秘めたる可能性を最大限に発揮する唯一の方

法です。新会員の入会や新クラブの結成だけで

は十分ではありません。私たちが目指すのは、

単にロータリアンの数を増やすことではなく、

ロータリーによる善き活動をより多く実現させ、

将来にロータリーのリーダーとなれるロータリ

アンを増やすことです。 

 

ポール・ハリスは晩年、ロータリー設立の経

緯について振り返り、次のようにつづっていま

す。「個人の努力は個々のニーズに向けることが

できます。しかし、大勢の努力の結集は、人類

の奉仕に捧げなければなりません。結集された

努力に限界というものはありません」。いつの日

か 120 万人以上のロータリアンが一体となり、

ロータリー財団や各自のリソースを駆使して人

類への奉仕に取り組むことになろうとは、ハリ

スも想像しなかったでしょう。そのようなロー

タリーに対してハリスがどんな奉仕を期待する

のか、私たちは想像するしかありません。「人類

に奉仕するロータリー」の伝統を継承する名誉

を授けられた私たちには、このような奉仕を行

っていく責務があるのです。 

 

心を込めて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ガバナーメッセージ 
 
対話から新たな一歩へ 共に楽しむロータリー 
 

国際ロータリー第 2640 地区 

ガバナー 福井 隆一郎 
 
皆様 こんにちは。 
2016～17 年度 国際ロータ

リー第2640地区のガバナーを
仰せつかりました 福井 隆一
郎 です。どうぞ、この一年間
よろしくお願い申し上げます。 

ＲＩのテーマは「人類に奉
仕するロータリー」を掲げて
います。我が地区の活動方針
は「対話から新たな一歩へ 
共に楽しむロータリー」と決
めさせていただきました。 
 
人類に奉仕するロータリー 
今年度ＲＩ会長 ジョン・ジャーム氏のテーマ

に沿って、新たなロータリーの世界へ進んでまい
りたいと思います。今、世界は大きな変化をしよ
うとしています。価値観の推移は、ロータリーへ
の世界へも及んできています。111 年の歴史に及
ぶロータリーは、すべての人類に奉仕するという、
壮大なテーマと向き合って、前進しようとしてい
ます。継続とは、変革の繰り返しと言われていま
す。困難や世界の変化に立ち向かって、今後も「よ
いことをする」永遠に素晴らしいロータリーに、
していきましょう 
 
対話から新たな一歩へ 共に楽しむロータリー 
2640地区も新たな一歩を踏み出そうとしていま

す。その為には、会員一人一人が、話し合い、対
話を続けなければなりません。地域のリーダーで
ある選ばれたロータリアンは、大変優れた人格を
お持ちの方ばかりです。今まで経験された素晴ら
しい仕事、家庭生活、社会生活を通じて、語り合
い、刺激を受けあい、時には激論になるかもしれ
ませんが、ロータリーの奉仕の理念に基づいて、
友人とともに素晴らしい奉仕活動を続けて参りま
しょう。最もよく奉仕するものが、最も報われる 
を合言葉に、誇りをもって前進しましょう。 
 
分区の活動を活発に 
私は分区（旧ＩＭ）の活動は、益々重要になっ

てくると思います。素晴らしいガバナー補佐に皆
様のもと、活発な活動を分区毎にお願いしたいと
思います。ロータリアン同士が、身近にお顔を見
ながら、ロータリー談義をし、奉仕活動を、相談
し実践していくことが、それぞれのクラブに刺激
を与え、活発な奉仕活動ができて参ります。ロー
タリアン、クラブ、地区をうまく結びつける一番
やり易い方法です。又、クラブの活発な活動を情
報としていただき、地区や日本全国、ＲＩへ発信

したいと思います。 
究極的には素晴らしいロータリアンの情報も、

発信していただければと思います。皆さんが共有
できる素晴らしい人材の共有も大きな目的の一つ
です。どうぞ、皆様のご協力をお願い申し上げま
す。 
 
中長期委員会 
今回、地区に中長期委員会が設置されました。

未来へ向かって、単年度ではできないことや、ロ
ータリアンとしての高度なあるべき事を、今まで
の歴史を踏まえながら、話し合いをお願いしたい
と思います。いろんな課題が山積しています。各
クラブにおいても、長い歴史の間に生まれたいい
こと、時代に合わなくなったこと、見直しが必要
なことがあると思います。少人数から立ち上げて、
未来のあるべき姿を話し合うことが重要だと思い
ます。 
 
ガバナー補佐会議・幹事会・諮問委員会 
それぞれが重要な役割を踏まえて、地区のため

に話し合っていきます。ガバナーの判断は大変重
要です。しかし、それまでの話し合いの過程や、
議論や情報の共有が地区運営を支えます。例えば、
地区委員のあり方はどうするのか？偏った委員で
はなく、みんなで取り決めたやり方が、すべての
ロータリアンにも認識していただけます。ロータ
リー活動は、ロータリアンみんなのものでありま
す。それぞれの会の情報発信も大事だと思ってい
ます。出来るだけ身近な会合に結び付けたいと思
います。 
 
公式訪問 
いよいよ７月から公式訪問が始まります。私は皆
様とお話をするのを楽しみにしています。地区に
対すること、ＲＩに対すること、私に対すること。
情報を温度差のないようにして参りたいと思いま
す。短時間で全クラブの訪問を予定しております
ので、予め簡単なアンケートをお願いすると思い
ますが、よろしくお願い申し上げます。 
 
地区資金の透明化 
当たり前のことですが、地区資金の透明化はこ

れからの地区運営を支え、地区の未来を輝かしい
ものとする重要なものです。皆様から頂く大切な
地区資金を、有効に、又、社会規範のもと執行し
たいと思います。 
 
委員会活動 
各委員会活動につきましては、委員長のもと素

晴らしい計画を立てて、いただいています。ロー
タリーらしい活動を通じて、社会にアピールして
ロータリーの認知度を高めて参りたいと思います。
活動の情報をお願い申し上げます。 
 

素晴らしい 2640 地区になりますよう、皆様のご
指導をお願い申し上げます。 



 

Ａ組 坂本
さかもと

 正人
まさんど

（田辺東ＲＣ） 
2016’～2017’ガバナー補佐を

仰せつかりました、田辺東ロータ

リークラブの坂本です。ロータリ

ー暦は 15 年になります。職業は

鉄スクラップ卸売業です。私が担

当のＡ組は旧のＩＭ１組の田辺、

田辺はまゆう、白浜、串本、那智

勝浦、新宮、田辺東の７クラブで

あります。福井ガバナーは、次年度のガバナー公式

訪問について、きっちり１クラブ１クラブ丁寧にご

訪問したい旨おっしゃられていましたので、私もい

い加減な振る舞いは慎まねばと心を引き締めている

次第です。その折にはしっかりサポートしたいと存

じています。私は米山記念奨学会の地区委員を５年

間、務めさせていただきました。もちろんＰＧの米

田眞理子様の推薦と田辺東ロータリークラブ理事会

の承認のおかげです。地区委員就任の頃は右も左も

わかりませんでしたが、３年目に学友会の小委員長

を経験させていただきました。その時に地区の組織

のあり方や活動範囲や年予算の扱いなども学習する

ことができました。お役に立てればと思います。 

１年間に大阪～田辺市を約 30 回ほど往復するの

が少し大変でしたが、ロータリアンは仕事をしなが

ら奉仕をこなす、これがロータリアンの真骨頂だと

思っております。福井ガバナーには何でも私に言い

つけてくださるよう付してお願い申し上げます。 

そして、先日のガバナー補佐会議の時に、同じ補

佐の堺北ロータリークラブの山中様にこんな提案を

しました。補佐同士でお互いのクラブにメイキャッ

プしに行きましょうって。他には、地区混乱５年間

の思いのせいか、今の状況が今後も続けられますよ

うに、いろいろな意見を出し合って新しいルールづ

くりに邁進したいと存じております。どうぞ一年間

よろしくお願い申し上げます。 
 

Ｂ組 丸山
まるやま

 信
のぶ

仁
ひと

（御坊ＲＣ） 
旧ＩＭ２組を担当します。御坊

ＲＣ丸山信仁です。ロータリーに

入会 31 年目の年にガバナー補佐

をさせて頂きます。入会前にロー

タリアンたちにご指導を頂き地

域のことを学ぶため入会させて

頂きました。ガバナー補佐として

クラブの発展のためにお役に立

ちたてるように、勉強させていただきます。福井ガ

バナーとのパイプ役ですどんなことでもお申し付け

ください。青少年奉仕は、私の大好きな奉仕です。

１年間よろしくお願いします。 

 

 

 

Ｃ組 山下
やました

 茂男
し げ お

（和歌山北ＲＣ） 
旧ＩＭ３組を担当させて頂き

ます。和歌山北ロータリークラブ

の山下茂男です。2001 年 11 月入

会以来、14 年 8 ヶ月。唯一自慢

出来る事は、皆出席している事ぐ

らいですが。この 14 年を振り返

ればロータリーを通じ色々な体

験、経験、出会い、別れ、嫌な思

い出、楽しかった思い出と全てが私の肥やしとなり、

私を育てて頂いたと感謝しています。今回ガバナー

補佐要請をお受けし身の引き締まる思いと全身全霊

を持って福井ガバナーを支え、より良い正しい 2640

地区を目指し、努めたいと思っています。皆さまの

ご協力、ご指導ご鞭撻よろしくお願い申し上げます。 

 

Ｄ組 谷口
たにぐち

 寿
とし

英
ひで

（粉河ＲＣ） 

担当は橋本ＲＣ、高野山ＲＣ、

岩出ＲＣ、河内長野高野街道Ｒ

Ｃ、粉河ＲＣです。 
 この度 旧ＩＭ４組からガバ

ナー補佐として出させて頂きま

した谷口寿英です。よろしくお

願いいたします。ガバナー補佐

制度が始まり、補佐を出すクラ

ブの順番等いろいろ変化があり、ここ最近はガバナ

ーの意向もあり ルール等一貫したものが無くなっ

ていました。２月頃、福井ガバナーエレクトが旧Ｉ

Ｍを大事にしたいとの思いにより、旧ＩＭからそれ

ぞれに補佐を出したいとの熱望を持たれ、数年前の

順番により粉河ＲＣからとのことで、出不精の私が

引き受けざるをえなくなりました。 
この制度が始まって以来 私自身はこの補佐制度

に疑問の念を抱きております。何をするのか、なん

のためか全く理解できず今迄来ております。その中

で補佐という役職をどうしたらいいのか、地区や各

クラブを訪問させて頂き、勉強させて頂き、何らか

の答えをと考えております。 
 

Ｅ組 豊岡
とよおか

  敬
さとる

（富田林ＲＣ） 

南河内エリアの分区を担当させ

て頂く、ガバナー補佐の豊岡敬で

す。所属クラブは、富田林で、2002

年の入会です。職業は、堺市美原

区の方で、日本フッソ工業（株）

という、フッ素樹脂を工業用の設

備にコーティングしている会社を

経営しております。私のロータリ

ー歴は、大阪で開催される国際大会の受入れ委員会

の委員がスタートでした。当時、何も知らない私に



とっては、良い経験となり、色々と勉強をさせて頂

きました。その後、地区青少年交換委員・委員長を

6 年間程務めさせて頂きました。富田林ロータリー

クラブの会長を務めさせて頂いたのが、福井ガバナ

ーがノミニーの時代でした。2640 地区を良い地区に

していくという福井ガバナーの熱い思いに共感をし

て、ガバナー補佐に就任させて頂きました。ロータ

リアンとしては、まだまだ若輩ではありますが、よ

ろしくお願い致します。 

 

Ｆ組 毛利
も う り

 高二
た か じ

（岸和田ＲＣ） 

2016-17 年度ガバナー補佐を

拝命しました岸和田ロータリー

クラブの毛利です。ロータリー

歴は30年となりましたが、ただ、

クラブでの皆出席は30年ですが、

地区の委員にも出たことがあり

ません、また各クラブへのメー

キャップにもほとんど出たこと

がありません。この一年間 F組（旧 IM６組）の８ク

ラブとワールド大阪を回らせていただきます、初心

に帰って、ロータリーを勉強させて頂きますので皆

様のご支援、ご指導よろしくお願い申し上げます。 

 

Ｇ組 藤原
ふじわら

 重行
しげゆき

（泉大津ＲＣ） 

昨年度当クラブは、創立 60 周

年を迎えました。私も 1996 年入

会以来、在籍 20 年という節目を

迎え、新たな年でのガバナー補佐

を拝命させて頂く事になりまし

た。『ロータリーとは、一体何な

のか？』の問いに明確に答えるこ

とは非常に困難であります。ロー

タリークラブは一般的には「奉仕団体」と認識され

ていますが、ロータリーには他の奉仕団体にはない

「職業奉仕の理念」があります。また、ロータリー

哲学を明文化した「決議 23-34」があり、これを順

守することがロータリアンにとって最も大切なこと

でもあります。昨年度の規定審議会で採択された制

定案はクラブの運営に係わる定款・細則の重要な部

分での変更が予想されます。長らく在籍する私には、

隔世の感を禁じえないもので有ります。不易流行と

云う言葉があります。いつまでも変化しない本質的

なものを忘れない中にも、新しく変化を重ねている

ものをも取り入れていくこと。また新味を求めて変

化を重ねていく流行性こそが不易の本質であるとあ

りました。正にロータリーも 110 年以上の歴史で確

立された理念を不変の条件として時代に即した変化

しようと云う事であると思いました。 

ロータリー活動の基本は、優秀な職業人であるロ

ータリアンが毎週の例会に出席して、ロータリーの

哲学である奉仕の心を学び、親睦を深め、それによ

ってさらに奉仕の心を深め、充実させていくところ

であり、例会出席によって形成された奉仕の心は、

ロータリアン個人がそれぞれの家庭や地域社会で実

践に移すことにあります。『ロータリークラブは如何

にあるべきか？』を皆様方と論じ、地区とクラブが

より近くなり、相互理解が進む事が出来る一年とな

りますよう頑張る所存でございます。一年間ご協

力・ご支援を賜りますよう切にお願い申し上げます。 

 

Ｈ組 上松瀬
うえまつせ

 洋
ひろし

（堺東ＲＣ） 
堺東ロータリークラブの上松

瀬でございます。今年度、福井

ガバナーの下、ガバナー補佐の

大役を拝命致しました。何分に

も、能力不足ではございますが、

一生懸命務めさせていただきま

す。福井ガバナーの今年度、地

区活動目標は、「対話から新たな

一歩へ」であります。ここ数年、私共の２６４０地

区は、各クラブが地区に対して無関心であった事か

ら、いろいろな問題が起こりました。やっと、地区

が正常な方向へと歩み始めたところであります。今

後は、各クラブが一丸となって、地区の各行事に取

り組んでいく事が重要であります。 
そこで、ガバナー補佐として、各クラブとガバナ

ーとの橋渡し的な役目を担うべく、担当クラブを訪

問して、皆様のご要望やご意見を共有して、新たな

道を模索していきたいと思います。皆様の御指導、

ご協力、よろしくお願い致します。 
 

Ｉ組 山中
やまなか

 喜八郎
きはちろう

（堺北ＲＣ） 
心躍る希望の新年度で御座い

ます。地区の皆様・各クラブの

役員様、会員様にも、久しぶり

の穏やかな新年度の幕開けです。

いろんな事があった過去は過去

として、新年度に向かって突っ

走るだけです。以前はどうであ

ったかすら、忘れているくらい、

心躍る幕開けです。以前に全て戻そうとは、思いま

せん。何年か地区が止まっている様な時に、時代の

流れに沿って、変革しておかねばならなかった事を、

やらなければ、時代に遅れ、会員皆様のご要望に沿

えないからで御座います。また、何よりも、大きな

決断の基に、地区の救世主として、ガバナーをお引

き受け頂いた、福井様はじめ、堺クラブの皆様、今

地区にお集まり頂いている役員の皆様、それを支え

て頂いております、事務方の皆様にもよろしくお願

いいたします。ご一緒に 1 年頑張り、来年美味しい

お酒を飲みましょう。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2016-2017 年度 公式訪問 

2016.7.1 現在 
クラブ名 例会時間 クラブ名 例会時間

2016年7月21日 木 岸和田南 19:00 貝塚 12:30

2016年7月22日 金 河内長野 12:30 堺泉ヶ丘 18:30

2016年7月25日 月 太子 19:30 2016年9月14日 水 新宮 12:30

2016年7月26日 火 和歌山 12:30 2016年9月15日 木 那智勝浦 12:30

海南 12:30 和歌山北

河内長野東 18:30 和歌山東

2016年7月28日 木 和歌山城南 18:30 2016年9月17日 土 堺フラワー 11:00

2016年7月29日 金 岸和田東 13:00 2016年9月20日 火 御坊南 12:30

2016年8月2日 火 松原 12:30 和歌山東南 12:30

岸和田 12:30 ワールド大阪 18:30

松原中 18:30 2016年9月23日 金 高野山 12:30

和泉南 12:30 2016年9月26日 月 堺南 12:30

羽衣 18:30 2016年9月27日 火 関西国際空港 12:30

2016年8月5日 金 御坊 12:30 和歌山西 12:30

串本 12:30 御坊東 18:30

田辺はまゆう 18:30 高師浜 12:30

2016年8月10日 水 田辺東 12:30 富田林南 19:00

橋本 12:30 2016年9月30日 金 堺北 12:30

河内長野高野街道 19:00 2016年10月1日 土 堺利晶 12:30

2016年8月19日 金 泉大津 12:30 2016年10月4日 火 堺東 12:30

2016年8月23日 火 高石 12:30 貝塚コスモス 12:30

和泉 12:30 堺中 18:30

有田2000 19:00 田辺 12:30

2016年8月25日 木 大阪金剛 18:30 堺清陵 18:00

和歌山南 12:30 2016年10月7日 金 白浜 12:30

和歌山中 19:00 2016年10月11日 火
Rotary E-Club

　　　　Sunrise of Japan

和歌山アゼリア 12:30 粉河 12:30

KUMATORI向日葵 19:00 りんくう泉佐野 18:30

2016年8月30日 火 有田南 12:30 2016年10月13日 木 海南西 19:00

2016年8月31日 水 堺おおいずみ 12:30 岩出 12:30

富田林 12:30 堺東南 18:30

堺フェニックス 18:30 2016年10月26日 水 羽曳野 16:00

泉佐野 12:30 2016年11月10日 木 有田 12:30

大阪狭山 18:30 2016年11月17日 木 堺 12:30

2016年9月9日 金 美原 12:30

2016年9月12日 月 海南東 12:30

18:30

2016年9月21日 水

2016年9月28日 水

2016年9月16日 金

2016年9月29日 木

2016年10月5日 水

2016年10月6日 木

2016年8月29日 月

2016年9月1日

訪問予定日 訪問予定日

2016年7月27日 水

木2016年10月20日

2016年10月12日 水

2016年9月13日 火

木

2016年9月8日 木

複数クラブ合同でのガバナー公式訪問をご希望や、クラブのご
予定もおありかと存じますので、日程変更のご希望がございま
したら、別紙配布の変更届のご提出をお願いいたします。

2016年8月3日 水

2016年8月4日 木

2016年8月9日 火

2016年8月18日 木

2016年8月24日 水

2016年8月26日 金

※ 日程は変更になる場合がありますので、予めご了承ください。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2016-2017 年度 クラブ分担金 

１．地区資金（ＲＩ細則第 15.060.1.） 
会員 1 人あたり 20,000 円 

上半期［7 月 1 日］12,000 円（7 月 2 日～9 月 30 日入会者 6,000 円） 
下半期［1 月 1 日］ 8,000 円（1 月 2 日～3 月 31 日入会者 4,000 円） 
（PETS・地区研修協議会負担金、ガバナーエレクト準備金を含む） 

 
２．地区大会賦課金 

会 員 1 人あたり 3,000 円 
参加登録者は別途 1 人あたり 8,000 円 

 
【参考】 

1. クラブ分担金における、地区会員数：1,900 名とする 
2. 地区賦課金    20,000 円×1,900 名  38,000,000 円 
3. 地区大会賦課金  3,000 円×1,900 名   5,700,000 円 
4. 別途：地区大会参加登録者 8,000 円×参加登録者数 

2016-2017 年度 収支予算書 

自 2016 年 7 月 1 日 至 2017 年 6 月 30 日 

2016-2017 年度ガバナー 福井 隆一郎 
   地区財務委員長  石﨑 雅也 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



地区活動報告 

地区会員増強・維持委員会を開きました 

地区会員増強・維持委員長  
垂井 一 （和歌山ＲＣ） 

 

2016 年 6 月 21 日（土）

夜、地区の委員会を開き

ました。参加者は、会員

増強委員の櫻井 昇氏

（岸和田ＲＣ）、松本 恭

宣氏（堺中ＲＣ）、松本 

良二氏（和歌山アゼリア

ＲＣ）、泉谷 仁博氏（泉

大津ＲＣ）で、オブザー

バーとしてガバナーの福井 隆一郎氏（堺ＲＣ）、

クラブ奉仕委員長の赤間 修巳氏（有田南ＲＣ）、

委員の山本 悦司氏(堺中ＲＣ)でした。 

 

場所は、和歌山市公園前の和歌山ＲＣの会員

が経営している居酒屋さん、三代目で開催しま

した。私の写真は、その居酒屋さんの前での自

撮りです。 

 

８月が「会員増強維持月間」ということで、7

月 24 日（日）にクラブ会員増強維持委員長会議

を開催することにしていますが、その会議の進

め方の相談会です。 

 

福井ガバナーから地区方針をお聞きしました。

クラブ拡大は強く進めない、地区の会員が２千

名を切っているので、純増１名を各クラブに強

くお願いして、２千名以上にしたいとのです。 

 

来る 7月 24 日の委員長会議は、出来るだけ多

くの会員に来て頂きたいので、会員増強委員会

担当の理事さんもお呼びしようということにな

りました。 

 

また、グループセッションを真っ先にして、

各人の問題意識を喚起し、会員増強への意欲を

強く持って頂こうと思い、グループセッション

の議題を前もって招集通知に書いて、皆さんに

考えて来て頂こうということになりました。 

 

議題は、1.なぜ会員増強をしなければいけな

いのか、2.会員増強の現状、3.これからしたい

会員増強策、4.会員維持のため現在しているこ

と、5.これからしたい会員維持策、です。 

 

この後、会員増強維持について概括的なお話

をさせて頂き、質疑応答も含め全体会議に移り

たいと考えています。 

 

さて、会員は多いほど、多様性のあるいろん

な人と接することが出来、知的好奇心を満足さ

せてくれます。「ロータリーは、親睦と奉仕と自

己研鑽」ですが、それぞれの力を強めてくれる

ものです。 

 

また、「人は皆同じ」ではなく「人は皆違う」

と考えてほしいと思っています。異なる立場、

考え方の違う方も尊重することが大切でしょう。

年齢差のある人、性の異なる人、嫌いな人にも

積極的に話しかけましょう。 

 

また、クラブを楽しいものにし、会員増強を

する「お世話好き」になってほしいのです。 

 

ロータリーの究極の目的は、自己の人格を磨

くことです。「世のため人のため」になるのであ

れば、友愛の精神と寛容の精神で、会員増強や

嫌いな人に話しかけることなど、面倒くさいこ

とでもいとわないで行動することが、おそらく

人格磨きにつながると思うのですが。 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〒590-0985 堺市堺区戎島町４-45-１ 

ポルタスセンタービル１階 101 号室 

TEL（072）223-1000 

FAX（072）223-1005 

URL : http://rid2640g.com/fukui/ 

E-mail : fukui2016@wind.ocn.ne.jp 

南海本線 堺駅(西出口)すぐ 


